
マスターズ甲子園２０１７実行委員会（第２回）議事録 

 

日 時： 平成２９年９月２日（土）１５：３０～１７：３０ 

場 所： 神戸ポートピアホテル・のじぎく 

出席者： 高橋、多湖、宝槻、高山、小川、前崎、岡田、高田、杉山、小林、彦次、谷、長ヶ原 

欠席者： 樽谷、戒能、北野、高田、小薗、浪花 

 

 

議 題： ＜報告事項＞ 

１） 全国高校野球 OB クラブ連合加盟状況【資料１】 

     ＜審議事項＞ 

     ２）マスターズ甲子園２０１７本大会プログラムと地方予選大会【資料２】 

     ３）マスターズ甲子園２０１７本大会途中決算【資料５】 

     ４）マスターズ甲子園２０１７本大会準備スケジュール【資料６】 

     ５）その他 

 

議事録 

１５：３０より、長ヶ原実行委員長から次第に基づき議題および資料の内容について説明確認が行われ

た。 

 

 

議題１）全国高校野球 OB クラブ連合加盟状況【資料１】 

 実行委員長より現在の連合への加盟状況について説明が行われ、北海道や長野県、愛知県、大分県の

立ち上げの動向、東京都リーグ設立 10 周年など各ブロックの状況と、次回の実行委員会までに、加盟

校数が 600 校を超えることが予想されることが報告された。 

彦次実行委員より、マスターズ甲子園和歌山支部資料に基づいた和歌山県の立ち上げに向けての動向と

和歌山県リーグへの加盟予定校の現状報告が行われた。 

 

議題２）マスターズ甲子園２０１７本大会プログラムと地方予選大会【資料２】 

 実行委員長より、マスターズ甲子園２０１７本大会のプログラムについての報告が行われ、今大会よ

り前夜祭会場名が「ホテルヒューイット甲子園」に変更することが報告された。 

実行委員長より本大会出場校の紹介と共に、高山、小川、前崎実行委員より地方予選大会の状況が報告

された。高山理事より、神奈川県・桐蔭学園の件に関して説明と提案があり、理事会に続き、実行委員

会でも承認された。大会事務局より現時点での甲子園キャッチボールの登録状況、ブラスバンドや審判

などのボランティア登録状況が報告され、本大会出場高校 OB チームや応援団と事務局との連絡状況を

確認し、情報を共有した。 

 

 

 

 



議題３）マスターズ甲子園２０１７本大会途中決算【資料５】 

 実行委員長より、第一回から引き続き、昨年度総会資料からの変更点である加盟費、年会費について

報告が行われた。具体的には、加盟校数の増加により全国高校野球 OB クラブ連合加盟費および年会費

収入が変動すること、積立金などの現状報告が行われた。 

 実行委員会予算案に関しては、前回実行委員会で承認された案からの変更点として、協賛社であった

明治から小薗委員の交渉により花王（ヘルシア）による大会協賛の確定、富士ゼロックスシステムサー

ビスから新たに交友印刷株式会社がサポート協賛として決定したことなどが報告され、それらを含めた

2017 年度予算案が承認された。 

 また、実行委員長より寄付金の申請に関して説明が行われ、マスターズ甲子園２０１７実行委員会メ

ンバーに対し、確認も含めて協力を仰ぐため寄付金に関する資料を送付することが確認された。 

 

議題４）マスターズ甲子園２０１７本大会準備スケジュール【資料６】 

 大会前後の年間スケジュールについて実行委員長より説明があり、今後のスケジュールおよび次回会

議の日程を確認し、予定通り１０月２１日に次回実行委員会を開催することが了承された。 

 

議題５）その他 

① 高校野球 １００回記念大会について 

 全国高校野球第 100 回記念大会に関して全国高校野球 OB クラブ連合・マスターズ甲子園２０１７実

行委員会からの支援方法について議論があった。90 回大会時は朝日新聞社からの依頼から、開会式の前

に甲子園キャッチボールを実施したが、100 回大会は現段階で詳しいことなどはまだ決まっていないと

のことだが、全国高校野球 OB クラブ連合・マスターズ甲子園２０１７実行委員会としてできる限りの

支援を行っていくこと方針は了解された。具体的な支援方法は次回の実行委員会・理事会での引き続き

継続審議していくことが確認された。 

 

②シリーズ制について 

 今回の理事会で審議事項となっていたが、前回実行委員会で承認された「２０１８－２０１９シリー

ズ計画」に関して、現在の加盟状況から、２年シリーズへの懸念と今後の大会運営に関して議論が行わ

れた。さらに、２０２０-２０２１シリーズ以降の「３年シリーズ」への変更の可能性や、現加盟校のモ

チベーションの低下といった３年シリーズにした場合の懸念事項などがあげられた。こういった大会運

営に関しては各都道府県の幹事校からも注目されている重要事項のため、各ブロック幹事が中心となり、

各リーグの経過観察と意見収集を行いながら、以降の実行委員会・理事会で引き続き継続審議していく

ことが確認された。 

 

以上をもって議案の審議が終了し、実行委員長により１７：２６に散会。 

 


